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上原 誼男 (京大 ･FJl)
筆者は,主として千葉県誘総丘陵元的野山地区に生息
するニホソザル野生群を対象とした生態学的研究を就け
ている｡1972年度は元柄樫山周辺を遊動している7つの
群れ (M-1･2･4･5･6･13･14群)の行動城をおおう
範囲について,実地招査と航空写真により,縮尺1万分
の1の現存植生図を完成し,同時に各群れの遊動と食生
活に関する資料の収柴に努めた.現#,個々の群れの遊
動に関する資料をこの植生図の上で分析換討する作菜を
進めている｡
また,ユホソザルの食性に関する賃料の挽討な行なっ
ているが,1972年度はこれまでに非められた日本各地の
野生ニホソザルの植物性食物に関する托料の中から,彼
らの食物としてとくに盃要な地位を占める木本性食物な
とりあげ,生物地理学的立場から検討を加えた｡宮崎県
串良,大分県稲崎山,京都府嵐山,千柴県田総丘臥 長
野県志究甜乳 管森県下北半島の6カ所の染料を考祭の
対象とした.それぞれの生息地の木本フローラの種規組
成を.樹種ごとの分布型によっていくつかのグループに
1)上原誼男:野生ニホソザルの食性と適応 ;木本植物
性食物と各地のフp-ラとの比較｡約17回ブ1)マー
チス研究会｡
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